★名古屋支部例会　　　　　　　2008年4月10日（土）14:00～16:30

会　場：名古屋市西生涯学習センター　第3集会室

参加者：吉田孝次、清野千代子、長谷部孝男、滝 敏美、水野義兼
後藤俊樹、池村俊彦、（7名）
話　題：
1． 散開星団のHR図（滝）
ティコ星表データから、距離と、色温度情報からHR図を描いてみました。
2． 天文関係偉人の本の紹介（長谷部）
広島にいた時にご指導いただいた村上忠敬さん、佐藤　健さんの自分史などの紹介されました。
3． 反射望遠鏡の光軸調整について（長谷部）
これから使おうとしているシュミカセの内外像を撮影して調べたところ、調整が必要だとわかってきました。
4． 宇宙論　次元について（後藤）
３次元+時間で、４次元、この各次元に複素数を当てはめることを思いつきました。　aX+bXi ,  cY+dYi , eZ+fZi , gT+hTi　これを実次元空間にどのように当てはめられるのか、は考えているところです。

5． 光学エレメンツ、小さな球面鏡（池村）
6. 古いプロジェクターを分解して、たいへんきれいな凹面の球面鏡が得られました。見ていると不思議な興味をそそられるました。
7. 近況と、これからやりたいこと（水野）

最新型の冷却CCDの撮影装置を購入し、準備を進めています。時間ができたら、彗星の捜索撮影をしていきたいと思っています。

詳細は[東亜天文学会　名古屋支部]　「http://zetta.jpn.ph/oaa_nagoya/」ホームページをご覧ください。　　　　　　　　　（報告者　池村俊彦）
